
          右割,湯 淺 灘 い申性子 による11Nの 核鵬 についで

に 同値 な 既 約 表 現 の現 われ る度 数 に他 な らな い、

 最後 に本研究 の初 めに御討論戴 いた湯川教授,鵡 所 にすべてを掲 げ得 なかつ た表 の作成 に援助 をおし まれ
                       し
なか つ た 川 口 修君 に 心 力・ら感 謝 を表 し度 い・

 1)筆 者,化 研 講 演 集,第18集,72頁;Prog. Theor. Phys.5,202(1948);

 2) P.'A.M. Dirac, Proc. Roy. Soc. A,125,714(1929).

 3) F.D. Murnagllan, Theory of Group Representations"(1938).

 4)J.正;.Rosenthal and G. M. Murphy, Rev, Mod. Phys.8,317(1936).

 5)近 代物 理學 全 書(共 立 出版)"分 子 論tt附 録 参照.

              (昭 和24年7月12日 受 理)

       2.遅 い 中性 子 に よ る147Nの核 反応 につ い て

            反応 エ ネル ギー の 精 密 測 定

            石 割 隆 太 郎.湯 淺 一 経
                               }

 迦 い 中性 子 に よ る]INの 核 反 慮

       ii.N十 乙n=1きC十IH十Q                     (1)

に よ つ て 川 來 るiきCは β一線 を放 射 して 再 びilNに もど る。

       1まC==1季H十E                            (2)

但 しEは β一放 射 能 の エ ネ ル ギPを 表 は す.こ のCycleか ら中性 子 と水 素 との質 量 差n-Hが

       n-H=Q十E                  (3)

と して求 め られ る事 は,Bonner及 びBrubaker1)に よ り指 摘 され,そ の後Stephens2}に よ

つ て論 ぜ られ て い る.

 i;N十1'1の 反 憲 エ ネル ギ ーQは 既 に直 接 或 は間 接 の方 法 で 二 三 の測 定 が 行 は れて い るが3-s、

未 だ 十 分 確 定 的 な 値 は 得 られ て居 な い.一 方11Cの β線 の最 大 エネ ル ギ ーは 最 近 相 當 に信 頼 慶

の 高 い 結 果 が得 られ て い るの でv-12),我 々 は 反鷹(1)の エネ ル ギ ーQを 精 密 に測 定 し,(3)の

關 係 に よ りn-Hの 値 を槍 討 す る事 を行 つ た.

 實 験 方 法  素 窒 ガ ス 入 りの 電 離薗 をTherlnd Neutron t:さ ら し,生 じたProton及 び

菖起 の 作 る イ オ ン の捕 集 に よ る電 堅 脈 動 を比 例壇 巾 器 で増 巾 し
,ブ ラウ ン管上 の振 れ を爲眞 に

撮 影 しその 統 計 を と り,一 方ThC'よ りの 一様 な α一綿 に よ る振 れ の統 計 とを比 較 検 討 す る こ と

に よ り,エ ネ ル ギ ー(～ を求 め る方 法 を とつ た.

 使 用 した 電 離 函 は直 径11。3Cm,深 さ1.5 cmで,之 に 加 え る電 墜,増 巾 器 の時 間 常 数 の選 探

に は,精 度 を高 め る爲 に特 別 の注 意 を彿 つ た.一 般 に電 離 画 内 の ガ スがProtonを 放 出 す る場

合,そ の エ ネル ギ ー は 一 定 で あつ て も増 巾 器 出 力 の脈動 の大 さは一 定 とは な らず,ProtOn獲

生 の場 所 及 び 方 向 に よ り大 さが 異 な り,振 れ の分 布 は或 る廣 が りを呈 す る.こ の廣 が りの程 度

                   (19)
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は 電離 画 電 璽,増 巾器 の時 聞 常 数,ガ スの純 度 に左 右 され る・我 々 は この 關 係 を数 學 的 に分 析

し1"),實 用上 可 能 な最 良 條 件 として電 堅5000voh,時 聞常 数1.68×10-3 secに 選 び,ガ ス と し

て は特 に純 窒 素 を さけ て普 通 の室 氣 を使 用 した.

 この電 離函 を50mgの(Ra+Be)よ り來 るThermal Neutron l:さ らす と約15/minの 殆 ど

一 様 な脈 動 が得 られ る。

         第1圏               第2圖

       "。6,卿    '      ・・Tk c'Of・・aγ
     伺                      佃  悔26〃 チヲ
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           .. to/
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20     ∬                IO     e5     20     ∬
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 結 果  第1圖 及 び 第2圖 は夫 々14N(n, P)14CのProton及 びThC'α ・線 に よ る脹 動 の 分

布 曲 線 を 示 し て い る.上 述 の 分 析 に よれ ば,1iN(n, P)・℃ に よ る脈 動 の 分 布 の 中 央 値 は そ の エ

ネ ル ギ ー に 勤 慮 す る 大 き さの93.0%に 相 當 し,極 板 に 直 角 に 入 射 し たThC'α ・線 の 脈 動 は そ

の エ ネ ル ギe-・・の91.O%に 相 當 す る.こ の 補 正 に よ りQを 求 め る と,

      Q=O.602土0.OO9 Me v

と な る.こ の 値 は 現 在 まで に 測 定 さ れ た 値 の う ち 最 も精 密 且 つ 信 頼 度 が 高 い も の の 一 つ と思 わ

れ る.

 Eの 値 と し て

      E=156.3±1.()KeV

を 取 れ ば12)

      n-一一H=O.758土O,009MeV

とな る.こ れ は 重 水 素 のPhoto-Disintegrationよ り得 られ る他0.755.±OO16.]SfeN「")と よ く一

致 す る.

 終bに 本 研 究 に就 い て絡 始 御 懇 篤 な御 指 導 を賜 わつ た荒 勝 丈 策 先 生 並 び に木 村 毅一 先 生 に深 甚 の 感 謝 を さ

、げ る.
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  3・17MeV,6・1MeVγ 線 の 二,三 物 質 に よ る吸 牧 係 歎 の測 定

         植村 吉 明,清 水 榮,安 見 眞次郎,佐 治 淑夫

 荒勝研究窒では古 くか らエネルギーの高いγ線量子の物質による吸牧現象に興味を持つて居

り, 1932年 第1報 ヵ{磯表 され7こ.

 私蓮は原子核を γ線で刺激す る事 により起 る種 々の現象を観測 し,共 の核構造を明 らかにせ

ん と試み,今 日迄(γ'α)反鷹の現象の存在を親測 し得た.

 高エネルギー' r線 よCompton効 果,陰 陽電子の創造 により吸牧 を受ける事が實験的にも理

論的に も確認 されて居るが,其 等に前述の原子核による吸牧 も加 わるので全吸牧係数を測定す

る事 を試みた.今 回は理論的 にも良 く取扱われている,鉛,錫,銅,ア ル ミニウム等 に就て得

られた結果を報告す る.

 さて高エネルギーγ線の吸牧の測定は實験技術 としては困難な ものであるが次の諸注意を佛

つた.(1)同 じ畿何學的配置で一連の物質を測定する.(2)γ 線源の高エネルギー成分に伴つて

獲生するX線 に封 して フィルターを用いる通常の方法は高成分の攣質を來た す の で 探用 しな

い.(3)其 の代 り測定器の感度を低 エネルギー成分 に到 しては極度に抑墜する.(4)計 数管以
                              の

外て畿生 された電子は直接計数管に入れない.(5)吸 牧物質の資料は(2)と 同一目的により最

小直as 29mmを 採用する・(6)(1)の 注意に.より資料の下面を測定器に尉 して一定にする.以

上の條件に於て も未だ種 々の複雑な経緯によるものの計数が計上 され るもの と豫想されるので

γ線の通路を制限 し,こ の制限 した通路にPb・Plugを 挿入する方法を案出 し,こ れ等を匿別

して測定する事が可能 になつた.こ れにより観測のZoneが 明らかにな り線束の角度を4。程度

にな し得た.

 γ線源はLi叉 はCaF2を450Kv,340Kvの 水素イオンで衝撃 し,核反鷹によ り生する1 7.6MeV,

6.1MeVの 均質な γ線 を用いた.γ 線の張 さの攣動に封 しては更に別に10.5 mmの 鉛で園んだ

6.5mm PbG-M計 数管を用い,資 料の有無により計数 に攣化のない と考えられ る位置に置い

た.
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